
教養基礎英語Ⅲにおける TOElc e・1earning

の活用とその効果

1.はじめに

お茶の水女子大学附屈.商等学校では高大連携・唖業の一衆として、倒数英の教科で学校設

定科・目として「教養基礎」を設けている。英諾科では1年4三必修科鳴として「教養基礎英

語1」他単位)、 2午生必修科日として「教巽基礎英語Ⅱ」 a 単位)、 3午生選択利1ヨと

して「教養基礎英嘉HⅡ」(2単位)を設けている。テキストはそれぞれMichig抑 Action

Enδlish step l workbook と Handbook, steP 2 Workbook と Handbook, steP 3

Wm・1●ookと H師北ook を使用している。 2012年度は教養基礎英語Ⅲの履修者は7名で、

分員がお茶の水女子大学への特別推薦入学を希望していた。20捻年艇が始まる前に株式会

社ニュートンからTOElce・1eamingの学校モニターにな0てほしいという依頼があった。

お茶の水女子大学ではコア科目である基礎英語のクラス分けを入学後のT0望Cテストの結

果により行っている。そのTOEICテスト0ゞ輿習になるという理由から、学校モニター契約

を結ぶこととし、た。

2.授業

2012午度の「敏養基礎英語Ⅲ」は金蹄細の2,3時限の連続授業である。生徒は毎逓自

宅、'6 Michigan Action English steP 3 气入10ぞkboo]くを I Lesson 司'"つoj立醤I L、 1受業でそ0)石修

認テストを行い、各Lessonの対'話を 1つ取り上げて対話練習を行っている。別に授業外で

洋、ごを託むことを誤麺としている。以上でN剖剖目が終わり、 2時闇目はコンビュータを使っ

てTOElce・1e粒勺in宮の問題を各自U"教室で解かせた。 LL教室にはノートパソコンが8台

ふるが、インターネッ H難境が整っていなかったので、低リ、持ちのWi・nルーターをLL教

室に持ち込んで、ノートパソニンをインターネットに接続した。

英語科浅見道明

3.カリキュラム

1年闇のTOElce・1e批・nmg のカリキュラムは以下のようであ0た。
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4, VゾE Bテスト結果

斗 f120日と 4月27日に.PNtest として WEB テスト 1 回目を LL教室で授業'中に行った。

また、 1月25Rに即Sttest 上 LてWEB テスト3W繍を LL教室で授業中に行0た。総果

は以下の通"で島0た。
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このWEBテストは株式会礼NEWTONが作成したものであるが、石川(20ID による

と、このWEBテストと TOEIC スコアとのりーディングとりスニングの総合点での相関が

τ・.70であり、小なり匡良ヰ垪刈が島ることが机告されている。、

Pretest と Posttest のLI・1夬1値に有意な差があるかを嗣べるため、ウィルコクスンの1芋号

付劃慎位検定を行ったところ、 WEBテスト1廼嶋のりーティングとりスニング0X怠合点と

WEBテスト2回目の総合点との冏で中央値に有意な差がみられ、 WEBテスト11艮目くWEB

テスト 2癒1目であった(Z *-2,197, P く.0励, WEB テスト 1回烏のりーディング点と WEB

テスト2回目のりーディング点との剛で中畉H直に有意な差がみられ、 WEBテスト1圃目くWEB

テスト 2 回目であ0た(Z =-2.117, P く.05)。また、 WEB テスト 11馴潤のりスニンク点

と WEBテスト21熨Πのジスニング点との間で中4U直に有意な差はみられなかりた(Z・-1.8呪,

n.S.)。
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5.アンケート

中受業OX迩わりに e・1eanⅡ訂g に應N、るアンケートを1Υ0た。回答は①3金くそう恕、う、②そ

う,思う、③わからない、④声)まり周、わない、⑤脛1)ない、であ0た。糸吉巣は以、Fのj血りで

あ0た、

1)学習しゃtかったですか

①0 ②6 ③0 ④1.⑤0

2)ポタンキーの襍作はしゃすかったで寸か

①3 ②2 ③0 ④1 ⑤]

3)画鹸の表示は見弌町}、か0たでtか

①4 ②2 ③0 ④1 ⑤0

4)よぐ堂えられましたか

①2 ②2 ③3 ④0 ⑤0

5)効牙誕杓だと思、いまtか

①1 ②5 ③1 ④0 ⑤0
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嚇語染力強化に有効でしたか

①2 ②3 ③2 ④0 ⑤0

フ)学習を継続Lたいで寸か

①3 ②1 ③2 ④1 ⑤0

8)間述った闇題を集中的に耕"返tのが効果的でしたか

①1 ②5 ③1 ④0 ⑤0

また、兎学謀を齒由記述で求めた。結果は以下の通りであった。

.高校のコンヒニータが悪いのか、動作が遅いことがあ0た。イヤホンの都消に不備が

あ0たりして、りスニングの問題を 1問無駄にしてしまうことがあ0たので、音j盲確

認ボタンをメニューのべージに付けるとよいと思う。スマホはすぐ充艦が無くなると

剛いたので利用しなか0た。

・繰り返Lや0て覚えるのは良いのですが、間違えた問題をその直後に出されても正解

するに決ま0ているので、 partl~P故t6 のAが終わったらP且Υtl~pa此6 のBみ

たいな進み方しかできないようにtれぱ、 t,つと定着するのかなと思いました。短期

記憶で終わ0てしまった単.語が多い気がして、そこが残念です。

・その時点でまちがった鬪題を繰り返すのt〕いいが、前回や0た分を復習0ていうのも

し、レ、と,[患、う。

・よくと主る。召¥・f力端財'しなくなる。長文を統むときにハンで線を引きながら読めない

ので一涜みにくい。月が疲れる。同じ文章で遂う風の発音のりスニングをやるのはど

うかと思う。文章を覚えてしまっているし、'正直飽きる。

6.考察

WEBテスト0X府果からこの株式会社NEWTONのTOElce・1e加ning を高校生が使う

とTOEIC総合テストとりーディングテストにおいて、得点が有意に改蕎されることが証明

できた。また、アンケートから、「学習しやすいj「効果的だ」「語禦力強化に有効」と答え

ている半県1名'が多か0たので、このe・1eanlingの効果を肯定的に肴えているξ1蔀慮が多い二

とがわかった。 T0翻ICを受検L,ようと肴えている高校3年生がいれぱ、このe・1e餓ningを

学習させるとよいであろう。しかし、アンケートから、このe・1田rning システムでは、学

習者が鞠述0た解答をした場合、すぐに同じ問題をやり適させるところが、欠点であると

1旨1商されてし、る。 e・1earning 開,f者に1*こ0),点を改鷲1ゞ、ることを提冴'した、、。
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